
様式第１号（第８条関係） 

    令和６年〇月〇日 

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助金交付申請書 

 

次のとおり、高松市高松中央商店街創業新規出店補助金の交付を受けたいの

で、高松市高松中央商店街創業新規出店補助金交付要綱（以下「要綱」という。）

第８条の規定により、関係書類を添えて申請します。 

また、申請に関する情報について、市が必要な範囲で、出店を予定している

商店街振興組合に情報提供することに同意します。 

※事業名欄の括弧書きには店舗名を記載してください。 

補助対象経費合計額（税抜） 交付申請額 

（例）２，４００，０００円 （例）１，０００，０００円 

事 業 名 高松○○町商店街 空き店舗改装事業(○○居酒屋)※ 

加 入 予 定 の 

商店街振興組合 
高松○○町商店街振興組合 

着手・完了予定

年 月 日 

着手予定年月日    令和６年〇月○○日 

完了予定年月日    令和６年〇月○○日 

添 付 書 類 

(１ ) 事業計画書（様式第２号） 
(２) 支出予算書（様式第３号） 
(３) 空き店舗の改装に係る見積書 
(４) 空き店舗の改装に係る図面の写し 
(５) 改装に係る工事の施工前の写真 
(６) 特定創業支援等事業による支援を受けたことを確認することので

きる書類（本市の特定創業支援等事業による支援を受けた場合を除
く。）（第７条第１項の規定に基づき申請をする場合に限る。） 

(７) 履歴事項全部証明書（申請者が法人の場合に限る。）（発行後３か月
以内のものに限る。） 

(８) 店舗の賃貸借契約書の写し（店舗を賃貸借した場合に限る。） 
(９) 税務署の受付印のある個人事業の開業・廃業等届出書の写し（申請

者が個人の場合に限る。）（交付申請日において、事業を営んでいない
個人を除く。） 

(10) 交付申請日において納期の到来した本市の市税又は市町村税に滞
納のないことを証する書類 

(11) 経営相談報告書（様式第４号） 
(12) 誓約書（様式第５号） 
(13) その他市長が必要と認める書類 

押印は不要です。 

様式第３号支出予算書「補助対象経費合計
額」、「交付申請額」とそれぞれ一致させてく
ださい。 

着手予定年月日は契約予定日としてくださ
い。 
(交付決定日≦契約予定日の流れになりま
す。) 
完了日は改装事業完了後、工事費の支払い
をもって確定となりますので、余裕を持っ
た日付を設定してください。 



様式第２号（第８条関係） 

事  業  計  画  書 

１ 申請者等に関する事項 

ふりがな  たかまつ たろう 生年月日 

（年齢） 

西暦 19○○年〇月○○日 

氏 名 
（法人にあっては

代表者名） 
高松  太郎 （〇〇歳） 

所 在 地 

（〒７６０－○○○○） 
法人：登記の所在地  

個人：住民票記載の住所  

香川県高松市〇町□番△号 

電話番号 ０８７-×××－○○○○ 携帯番号  ０９０ -××××-○○○○  

Ｅ-ｍａｉｌ ・・・・・＠XX.XX 

書 類 送 付 

先 住 所 

（〒７６１－○○○○）※上欄、所在地と同じ場合は記載不要  

香川県高松市〇町□丁目×番△号  サーパスたかまつ○○○号室  

創 業 の 

状 況 

該当するものに☑をいれてください。  

□ ①これから創業する（開業・設立予定年月日    年  月  日） 

 ∟事業形態[□ 個人事業 □ 法人 □ その他（       ）] 

☑  ②既に創業している（開業・設立年月日 令和４年４月○○日） 

 ∟事業形態[☑ 個人事業 □ 法人 □ その他（       ）] 

 その事業内容[ 飲食業 ○○パスタ店 ] 

出店する業種 

( 右 よ り 選 択 ) 
３  

１．製造業、建設業、運輸業、その他の業種（下記２～４除く） 

２．卸売業  ３．サービス業  ４．小売業 

常時使用する 

従 業 員 の 数 
       〇人  

資 本 金 の 額         円 ※法人のみ記載 

特

定

創

業

支

援

等

事

業 

支援の有無 ☑有 □無 

支援を受けたことの分かる書類 （取得年月日） 令和４年３月○○日 

支援を受けた市区町村 
☑  高松市 

□ その他（              ） 

高松市で支援を受けた場合のみ  

☑  特定創業支援等事業を受けたことについて、市

が、必要な範囲で確認を行うことについて同意しま

す。 

 

交付申請日の時点で、設立の日（個

人にあっては開業日）が５年未満

である必要があります。 

交付申請日までに、受講が完
了している場合のみ、☑有と
なります。 



２ 事業に関する事項 

(１)  店舗に関する事項 

店 舗 住 所 
（〒７６０－○○××） 

香川県高松市○○町×番地△△号 

店 舗 名 （ 予 定 ） ○○居酒屋 

営 業 日 ・ 

営 業 時 間 

火曜日～日曜日 

昼 11 時から 14 時  

夜 17 時から 22 時  

開業予定日 令和〇年〇月○日  

当該申請事業におけ

る本補助金以外の 

補 助 申 請 の 有 無 

☑本補助金以外の補助金は受けていないかつ受ける予定もない  

□本補助金以外の補助金を受けている（※）  

□本補助金以外の補助金を申請中又は申請予定（※）  

※補助金名： 

(２)  出店に関する事項 

出
店
に
至
る

経
緯 

１店舗目を出店して、約２年が経過し、安定した経営が可能となった 

ため、２店舗目の出店を検討していたところ、本補助金の制度を知り 

高松中央商店街へ出店しようと考えました。 

出
店
場
所 

選
定
理
由 

通り沿いに飲食店が多く、来街者の目的も明確であるため、集客しやすい 

エリアであること、また、前の店も飲食店であったため、設備の一部をその 

まま活用することで費用が抑えられることから、この店舗を選定しました。 

(３) 事業内容（取扱い商品・サービス） 

事 業 の 内 容 

(※事業のコンセプトや販売商品、価格等を具体的に記載して下さい ) 

お店独自の創作料理をメインとした居酒屋で、落ち着いて過ごせる個

室（４人席、６人席を用意）とカウンター８席の内容を予定している。 

メニューは、フランスで３年間修業した経験を活かし、フランス料理の

定番 ポトフやテ リーヌから パスタ生地 で包んだ餃 子など定番 の居酒屋

料理に独自の工夫を加えた料理を提供します。  

 価格は 600 円～ 1200 円前後を想定しています。  

市 場 動 向 

顧客のニーズ 

 新型 コロナウイ ルスの規 制が緩和 されたことで 、全国的 に国内旅行

者、訪日外国人が増加しており、高松市でも観光客を見かける機会が増

えています。その中で、海外の方に対しては、定番の日本料理から、特

産品 を活用した 地域ならで はの料理を 食したいと いう需要が あると思

われます。 

 また、食へのニーズが多様化していることが挙げられます。現在、世

界の約 3 人に 1 人には、食物アレルギーや病気、ヴィーガンやベジタリ

アン、宗教上の禁忌により「食べられないもの」があるといわれており、

使用食材の表示、メニューブックで消費者が判断出来、安心して食事が

できる環境の整備が求められています。  

商品・サービスの強み 商品・サービスの課題 

・フランス料理を組み合わせた創作料理 

・○○餃子グランプリで優勝した名物餃子 

・英語でのやり取りが可能 

・メニューの品数が少ない 

・人材確保ができておらず、混雑時の

提供時間が安定しない 

交付決定の可否を判断する際の重要な項目に
なりますので、経営相談を活用し、できるだけ
具体的に記載してください。 



店舗にとってプラスの外的要因 店舗にとってマイナスの外的要因 

・駐車場を設けなくても集客が可能 

・周辺に企業が多く、ランチでも売り

上げが見込める 

・近隣にホテルが集積しており、旅行

客が徒歩で立ち寄れる 

・飲食店が多く、競争が激しい 

・郊外よりも家賃が高い 

 

 

上 記 を 踏 ま え た 経 営 戦 略  

創作料理を活かして、店の独自色を PR することで他店との差別化を図り、周

辺地域での評判を確立します。まずは、看板メニューとしてパスタ生地の餃

子を強く押し出すことで、メニューの少なさを感じさせないように取り組み

ます。また、立地における集客のメリットを生かし、PR を SNS に限定した情

報発信で宣伝コストを抑えます。加えて、海外での経験を活かし、訪日外国

人旅行客がストレスなく利用できるサービスの提供を目指します。 

※審査の際に重要な資料となりますので、具体的かつ分かりやすい記載を心がけ

て下さい。 

※必要事項が様式各欄内に記載しきれない場合は、様式の各欄を適宜拡大して使

用してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (４) 収支計画書（開業から１２か月間の平均月額） 

項目 金額 積算根拠 

売上高① 2,560,000 円 【売上高】 

昼 1,000 円×20 人×20 日＝40 万円 

夜 4,000 円×18 席×1.5 回転×20 日＝

216 万円 

売上原価② 1,024,000 円 

経
費 

人件費(注) 320,000 円 【原価率】４０％ 

256 万円×40％＝102.4 万円 家賃 200,000 円 

支払利息 30,000 円 【人件費】アルバイト 

1,000 円×8 時間×20 日×2 人＝32 万円 その他 250,000 円 

合計③ 800,000 円 (注 )個人営業の場合、事業主分は含めません。  

利益（①-②-③） 736,000 円  

 必要な資金と調達方法 

必要な資金 資金調達方法 

項 目 金 額 項 目 金 額 

店 舗 賃 借 に お け る 初 期

投資 

954,000 円 自己資金 1,000,000 円 

設備資金（内訳） 

・店舗工事費 

・厨房設備機器 

・備品・消耗品 

 

3,000,000 円 

220 万円 

44 万円 

36 万円 

金融機関借入（内訳） 

・○○銀行 

・ 

・  

3,000,000 円 

300 万円 

補助金 

 内、本補助金 

1,000,000 円 

100 万円 

その他運転資金 

・商品仕入れ運転資金 

・ 

・  

・  

1,046,000 円 

104.6 万円  

親族からの借入・出資 

 

0 円 

親族以外からの 

借入・出資 
0 円 

合計（A） 5,000,000 円  合計（B） 5,000,000 円 

※（A）と（B）が同額となるよう記載してください。 

 

 

 

交付決定の可否を判断する際の重要な項目に
なりますので、経営相談を活用し、できるだけ
具体的に記載してください。 



様式第３号（第８条関係） 

支  出  予  算  書 

 

ＮＯ 補助対象経費の区分 支払予定先 支払予定金額（税抜） 

１ 内装工事費 ○○建築(株) 1,800,000 円 

２ 外装工事費 ○○建築(株) 200,000 円 

３ 設備設置工事費 ○○建築(株) 400,000 円 

４   円 

５   円 

６   円 

７   円 

８   円 

９   円 

10   円 

11   円 

12   円 

ア 補助対象経費合計額 2,400,000 円 

イ 交付申請額（１，０００円未満切り捨て） 1,000,000 円 

※区分：①内装工事費、②外装工事費、③設備設置工事費 

※イ 交付申請額は、特例なしの場合は、ア 補助対象経費合計額の４分の１

以内の額とし、特例ありの場合は、ア 補助対象経費合計額の２分の１以内

の額としてください。 

※補助対象経費の区分が同じ場合でも、支払予定先が異なる場合は欄を分けて

記載してください。 

※各経費の内訳がわかるものに、上欄の①から③に対応する数字を見積書等す

べての添付書類にわかるよう記載してください。 

※補助申請額は様式第１号の交付申請書に記載する交付申請額の金額と一致さ

せてください。 

 

 

 

 

同一の補助対象経費の区分であっても、支払
い予定先の事業者が異なる場合は欄を分けて
記載してください。 

対象経費の内訳が不明瞭な場合は、再提出を依
頼する場合がありますので、御注意ください。 

様式第１号申請書「補助対象経費合計額」、
「交付申請額」とそれぞれ一致させてくださ
い。 



様式第４号（第８条関係） 

令和６年〇月〇日   

  （宛先）高松市長 

経営相談 
実施機関    

所在地 高松市〇町×番△号   

                    職氏名 △△△指導員    

担当者  香川 ○○○      

 

経営相談報告書 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助金の交付の申請に係る店舗の事業計

画について、経営相談を実施し、その内容等について十分な検討を行ったこと

を報告します。 

 

申請者氏名 高松 太郎 

店 舗 名 ○○居酒屋 

店 舗 住 所 
(〒７６０-○○××) 

香川県高松市○○町×番地△△号 

経 営 相 談 の 内 容 

・SWOT 分析による、店舗の強み・弱み等の抽出、それに基づく経営戦略指導 

・スタッフ確保のための、募集広告の方法、労働契約や勤怠管理の方法 

・事業内容・顧客ニーズの整理 

・開業資金の整理、売上計画の作成 

・申請書作成指導・・・など 

 

 

 

※「経営相談の内容」記入欄は経営相談実施機関の担当者が記入してください。  

 

 

〇○○支援拠点 

経営相談を行った実施機関が
記載する箇所となります。 



様式第５号（第８条関係） 

令和６年〇月〇日   

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

誓約書 

 

高松市中央商店街創業新規出店補助金交付申請書の提出に当たり、次の事項

について誓約します。 

(１) 申請者は、高松市高松中央商店街創業新規出店補助金交付要綱（以下「要

綱」という。）第２条第１項第４号に規定する個人創業者又は要綱第２条

第１項第５号に規定する会社創業者であって、交付申請日において、高松

中央商店街に出店していない者です。 

(２) 申請者は、新規出店する店舗が所在する地区に係る商店街振興組合に組

合員等として加入する意思があります。 

(３) 申請者は、市や商店街振興組合等が実施する商店街活動その他の中心市

街地活性化のための活動に積極的に参加する意思があります。 

(４) 申請者は、新規出店する店舗において、原則として週５日以上の営業を

行います。 

(５) 申請者は、新規出店する店舗において、開業後１年以上継続して営業を

行います。 

(６) 申請者は、当該店舗において、自らが経営し、事業を行う者です。 

(７) 申請者は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年

法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団、同条第６号に規定する暴

力団員又はこれらの者と密接な関係を有する者ではありません。 

(８) 申請者は、交付申請日において、納期の到来した本市の市税を滞納して

いる者又は市区町村税を滞納している者ではありません。 

(９) 申請者が新規出店しようとする店舗は、高松中央商店街内において営業

をしている店舗（その閉店後６か月を経過しないものを含む。）から空き店

舗へ移転する者ではありません。 

(10) 当該店舗において、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律

（昭和２３年法律第１２２号）第２条に規定する「風俗営業」、「性風俗関

連特殊営業」又は当該営業（店舗型性風俗特殊営業に限る。）に係る同条第

１３項に規定する「接客業務受託営業」を行う者ではありません。 

(11) 申請者は、中小小売商業振興法（昭和４８年法律第１０１号）第４条

第５項に規定する連鎖化事業を行う者ではありません。 

(12) 申請者は、空き店舗所有者（法人の場合は代表者又は役員）と生計を

同一にする者、本人若しくは２親等以内の者、雇用関係にある者ではあり

ません。 

押印は不要です。 



(13) 申請者は、政党その他の政治団体ではありません。 

(14) 申請者は、宗教上の組織又は団体ではありません。 

(15) 申請者は、法人格のない任意団体ではありません。 

(16) 申請者は、交付申請日において高松市指名停止等措置要綱（平成２４年

高松市告示第４０３号）に基づく指名停止措置が講じられている者ではあ

りません。 

(17) 申請者は、補助金の交付の申請をする事業について、本市、国、県その

他各種団体等から別の補助金を受けた、又は受ける者ではありません。 

(18) 申請者は、市長が、必要があると認め、当該職員に書類等の検査をさせ、

又は補助事業等の執行状況について実地検査をさせるときは、これを受け

ます。また、市監査委員から要求があるときはいつでも監査を受けます。 

(19) 申請書類に記載された情報は、必要に応じて関係行政機関に提供される

ことに同意します。 

(20) 申請書及び添付書類の内容に偽りはありません。虚偽の記載や不正が

あった場合は、補助金の交付の決定の全部又は一部を取り消され、その取

消しに係る部分に関し、既に補助金の交付を受けているときは、その全部

又は一部を市の定めた期限までに返還します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第８号（第１２条関係） 

  令和６年〇月〇日 

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助事業着手届 

 

  令和６年〇月○○日付け高〇第○○○号により補助金の交付の決定の通

知を受けた補助事業に、次のとおり着手したので、高松市高松中央商店街創

業新規出店補助金交付要綱第１２条の規定により届けます。 

 

事 業 名 高松○○町商店街 空き店舗改装事業(○○居酒屋)※ 

事業予定期間 
令和６年〇月○○日から 

令和６年〇月○○日まで 

着 手 年 月 日 令和６年〇月○○日 

 ※事業名欄の括弧書きには店舗名を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押印は不要です。 

交付決定通知書記載の日付と交
付番号を記載してください。 



様式第９号（第１２条関係） 

     令和６年〇月〇日 

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助事業完了届 

 

   令和６年〇月○○日付け高〇第○○○号により補助金の交付の決定の

通知を受けた補助事業が、次のとおり完了したので、高松市高松中央商店街

創業新規出店補助金交付要綱第１２条の規定により届けます。 

 

事 業 名 高松○○町商店街 空き店舗改装事業(○○居酒屋)※ 

着 手 年 月 日 令和６年〇月○○日 

完 了 年 月 日 令和６年〇月○○日 

 ※事業名欄の括弧書きには店舗名を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押印は不要です。 

交付決定通知書記載の日付と交
付番号を記載してください。 



様式第１０号（第１３条関係） 

    令和６年〇月〇日 

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助金変更交付申請書 

 

  令和６年〇月○○日付け高〇第○○○号により補助金の交付の決定の通知

を受けた補助事業について、次のとおりその内容を変更したいので、高松市

高松中央商店街創業新規出店補助金交付要綱第１３条第１項の規定により、

関係書類を添えて申請します。 

変 更 す る 事 項  ○○××の変更 

変更の 

内 容 

変更前  △△△△△ 

変更後  □□□□□ 

変 更 の 理 由  ○○の仕様変更に伴う改装工程の変更のため 

変更後の着手・ 

完了予定年月日 

着手予定年月日    令和６年〇月○○日 

完了予定年月日    令和６年〇月○○日 

変 更 後 の 

補 助 対 象 経 費 
○,○○○,○○○円 

変 更 後 の 

補 助 申 請 額 
△,△△△,△△△円 

添 付 書 類 

(１) 変更後の事業計画書（様式第２号） 

(２) 変更後の支出予算書（様式第３号） 

(３) 変更後の内容を確認することのできる書類 

(４) その他市長が必要と認める書類 

※必要事項が様式各欄内に記載しきれない場合は、様式の各欄を適宜拡大して

使用してください 

 

 

押印は不要です。 

交付決定通知書記載の日付と交
付番号を記載してください。 

【重要】 
交付決定を受けた補助事業の内容から変
更がある場合は、必ず事前に高松市産業
振興課に相談してください。変更承認を
受けずに、事業を変更した場合、補助金
を交付できないことがあります。 



様式第１２号（第１３条関係） 

   令和６年〇月〇日 

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助事業中止（廃止）申請書 

 

  令和６年〇月○○日付け高〇第○○○号により補助金の交付の決定の通知を受け

た補助事業について、次のとおり中止（廃止）したいので、高松市高松中央商店街創業

新規出店補助金交付要綱第１３条第５項の規定により申請します。 

 

中 止 （ 廃 止 ） の 理 由 

 

資金計画の見直しのため出店を断念したため 

 

中止（廃止）予定年月日 令和６年〇月○○日 

中 止 の 場 合 の 

再 開 予 定 年 月 日 
令和６年〇月○○日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押印は不要です。 

交付決定通知書記載の日付と交付番

号を記載してください。 

※変更承認を受けた場合、変更交付

決定通知書記載の日付と交付番号を

記載してください。 



様式第１３号（第１３条関係） 

    令和６年〇月〇日 

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助金遅延等報告書 

 

  令和６年〇月○○日付け高〇第○○○号もって交付決定通知があった補助事業に

ついて、次のとおり遅延等があるので、高松市高松中央商店街創業新規出店補助金

交付要綱第１３条第６項の規定により報告します。 

 

補 助 事 業 の 

進 捗 状 況 

外装工事完了 

内装工事の○○は完了しているが、○○が未実施 

遅 延 等 の 内 容 

及 び 原 因 

○○機器が欠品しており、入荷待ちのため搬入が遅

れているため 

完 了 予 定 年 月 日 令和６年〇月○○日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押印は不要です。 

交付決定通知書記載の日付と交付番

号を記載してください。 

※変更承認を受けた場合、変更交付

決定通知書記載の日付と交付番号を

記載してください。 

補助事業が予定の期間内に完了し
ないときや、その遂行が困難とな
ったときは、完了予定日を経過す
る前に提出してください。 



様式第１４号（第１４条関係） 

    令和６年〇月〇日 

（宛先）高松市長 

申請者 所 在 地 香川県高松市〇町□番△号 

名   称 たかまつ○○株式会社 

代 表 者 代表取締役 高松 太郎 

                 （個人にあっては、所在地には住民登録上の住所、名称

には屋号のある場合は屋号、代表者には氏名を記載） 

 

高松市高松中央商店街創業新規出店補助事業実績報告書 

 

  令和６年〇月○○日付け高〇第○○○号により補助金の交付の決定の通

知を受けた補助事業について、高松市高松中央商店街創業新規出店補助金交

付要綱第１４条の規定により、次のとおり関係書類を添えて、実績報告をし

ます。 

※交付申請時に提出した見積書と内容が異なる場合は、支払った経費の内訳が

わかる書類も添付してください。 

 

 

補 助 金 の 額 ○,○○○,○○○円 

着 手 ・ 完 了 

年 月 日 

着手年月日      令和６年〇月○○日 

完了年月日      令和６年〇月○○日 

事 業 の 効 果 
高松中央商店街の空き店舗を活用し、○○店を出店するこ

とにより、高松○○町商店街の魅力向上に寄与した。 

添 付 書 類 

(１) 事業実績書（様式第１５号） 

(２) 支出決算書（様式第１６号） 

(３) 工事請負契約書又は発注書及び発注請書等の写し 

(４ ) 工事が完了したことを確認することのできる工事完

了書、納品書等の書類の写し 

(５ ) 補助事業の実施に要した経費を支払ったことを確認

することのできる書類の写し 

(６) 改装に係る工事の施工後の写真 

(７) 当該店舗の所在する商店街振興組合加入証明書 

(８) その他市長が必要と認める書類 

押印は不要です。 

交付決定通知書記載の日付と交付番

号を記載してください。 

※変更承認を受けた場合、変更交付

決定通知書記載の日付と交付番号を

記載してください。 

様式第 16 号支出決算書「エ 補助金額」と
一致させてください。 



様式第１５号（第１４条関係） 

事  業  実  績  書 

（１） 店舗に関する事項 

店 舗 住 所 
（〒７６０－○○××） 

香川県高松市○○町×番地△△号 

店 舗 名 ○○居酒屋（※ ） 

加 盟 商 店 街 

振 興 組 合 
高松○○町商店街振興組合 

営 業 日 

営 業 時 間 

火曜日～日曜日 

昼 11 時から 14 時  

夜 17 時から 22 時  
開 業 予 定 日 令和６年〇月○○日 

（２） 事業の内容 

補助対象事業

の内容及び軽

微な変更点 

(※軽微な変更があった場合は、その内容も具体的に記載してください ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商店街にぎわ

い創出に寄与

するための今

後の取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※必要事項が様式各欄内に記載しきれない場合は、様式の各欄を適宜拡大して使

用してください 

 

 

 

 

店舗名を変更した場合は、新たな店

舗名を記載し、括弧内に交付申請書

記載の店舗名を記載してください。 

記載内容 

変更申請の必要がない、軽微な変更を行った場合

はその内容を具体的に記載してください。 

記載内容 

店舗の経営を軌道に乗せるための取組み、商店街

に出店する店舗として、商店街振興組合や近隣店

舗と関わり方などを記載してください。 

 



様式第１６号（第１４条関係） 

支  出  決  算  書 

 

ＮＯ 補助対象経費の区分 支払先 支払金額（税抜き） 

１ 内装工事費 ○○建築(株) 1,800,000 円 

２ 外装工事費 ○○建築(株) 200,000 円 

３ 設備設置工事費 ○○建築(株) 400,000 円 

４   円 

５   円 

６   円 

７   円 

８   円 

９   円 

10    

11    

12    

ア 補助対象経費合計額 2,400,000 円 

イ 補助対象経費合計額の１／２又は１／４の額 

（１，０００円未満切り捨て） 

1,000,000 円 

ウ 交付決定通知書に記載の補助金の交付予定額 1,000,000 円 

エ 補助金の額 イ又はウのいずれか低い額 1,000,000 円 

※区分：①内装工事費、②外装工事費、③設備設置工事費 

※補助対象経費の区分が同じ場合でも、支払予定先が異なる場合は欄を分けて

記載してください。 

※イ 補助対象経費合計額の１／２又は１／４の額は、特例なしの場合は、ア 

補助対象経費合計額の４分の１以内の額とし、特例ありの場合は、ア 補助

対象経費合計額の２分の１以内の額としてください。 

※各経費の内訳がわかるものに、上欄の①から③に対応する数字を見積書等す

べての添付書類にわかるよう記載してください。 

※補助申請額は様式第１４号の実績報告書に記載する補助金の額と一致させて

ください。 

 

 

様式第 14号実績報告書「補助金の額」と
一致させてください。 


